
　　　　

2025 年 2 月 3 日

9 時 0 分から 18 時 0 分まで あり なし

健康・生活

運動・感覚

認知・行動

言語
コミュニケーション

人間関係
社会性

主な行事等

季節行事・・・春→花見、夏→プール、秋→ハロウィン、冬→クリスマス会
誕生日会、卒業生を送る会、

（別添資料１）

家族支援

・家族からの相談や困りごとに対しての助言
・家族の休息、リフレッシュ

移行支援

・学校などへの情報共有

地域支援・地域連携

関係する放デイや相談支援事業所に様子を報告するなど情報共有し、密な連携を
図る

職員の質の向上

経験や職種に応じた研修を促しスキルアップの機会を作っていきます。
虐待・救命救急・人権・支援に関する方法などの定期的な研修

支　援　内　容

・心身の健康状態の把握（来所時の体温測定、支援中の健康観察等）
・生活リズムの安定
・基本的生活スキルの獲得

・正しい姿勢で学習
・遊びや活動を通して様々な感覚に刺激を与え、感覚を養う
・感覚に特性がある子への配慮（イヤーマフの使用、個室利用などの環境設定等）

本
人
支
援

・物質の変化と感覚に関する認知の形成（粘土、スライム、水遊び等）
・空間把握に関する認知の形成（レゴブロック遊び、積み木等）
・時間に関する認知の形成（タイマー・砂時計の活用、タイムテーブルの確認）
・季節の変化への興味などの感性の形成（戸外活動、季節の散策）

・言語の獲得・聞く力の形成（本や絵本の読み聞かせ等）
・言語の受容・表出支援（はじまりの会や終わりの会での発言機会等）
・言語に特性がある子への配慮（絵カードを使ったコミニュケーション支援等）

・協同遊びへの支援（役割がある遊び、ルールのある遊び）
・制作活動を通じて「やり遂げた」という達成感を感じる
・集団活動の中で、役割分担をしたり、ルールを守ることの大切さを理解する
・挨拶・ルール・マナーなど社会生活で必要となるスキルを身に付けます

支援方針
・子どもの興味や関心・自由な発想力を大事にし、自発性を促しながら、一人ひとりの発達レベルや特性に応じた心身の発達のサポートをします。
・季節毎の行事を通して、仲間と様々な体験を重ね、社会性や感受性を養う活動に取り組みます。

営業時間 送迎実施の有無

法人（事業所）理念
・障がい持つ人達が人間として尊重され、生き生きと生活できるような地域社会を築く努力をします。
・障がいを持つ人達が真に必要とする援助体制を作り上げる努力をします。
・民主的な運営、地域社会に開かれた経営に努力します。

事業所名 れすぱ～さくら館 作成日支援プログラム


